
W32-DMM5H-R

W32-DMM5H-N

ラトックシステム

NI�

W32-DMM5H

�� GP-IBボード �	 
��

125,000�
Windows

Vista,7,8.1(32,64)

Excel2007,2010

2013(32bit)

��

��

��	


「PAUSE」ボタンを�にクリックして、その�「START」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 マルチメータの&�が(われた�、「SPOT」ボタンの

クリック,ちとなります。 「SPOT」ボタンをクリックする.にデータがExcelシートに12まれます。 この4「SPOT」ボタンをクリックする5わりに「スペース」キーを8し

ても:;の<=となります。 この「スポット��モード」では、「@B4C」のDには1,2,3...と「KLMN」がQVされます。

Xえば、[��\を1り]えながら、_々の[��\の��を(うbdにfgです。 「スポット��モード」をhiするためには、「STOP」ボタンをクリックします。

スポット��モードの����

����
デジタルハイテスタ 5�����

3237/3238/3239
��できる��

3237-01,3238-01,3239-01
3237,3238,3239は、 のopです。����

��qをExcelへQVする4のstを&�します。 「uq」は、

「V」「A」 のstでのQVを��ファンクションにより または「Ω」

wyします。

��z{|で&�したGP-IBアドレスと:じ

qを&�します。

��zからデータの12を��します。

「PAUSE」を�に8してから「START」を8す

とスポット��モードになります。

データの12を�4��します。もう��クリックすると12を

��します。

「PAUSE」�、 となり、ｸﾘｯｸする.にデータを1り2みます。��

スポットモードでは、データのサンプリングに��します。

サンプリング��を&�します。

��ファンクションを&�します。

��レンジをAUTO/MANUALで�]えます。

AUTOのﾁｪｯｸを すとレンジQV�テキスト

ボックスが¢れますからレンジをキーボードか

らQVします。£¤なqをQVする¥¦はあ

りません。QVされたqに�Mªい１つ®の

レンジに&�されます。

サンプリングモードを&�します。

「FREE RUN」は、���もFREE RUN±²を³´します。

「パソコン」は、��4C.にパソコンが��zにトリガを¹ºしま

す。��zはHOLD±²になります。 「 ½¾¿」リアーパネル か

らのトリガによるサンプリングは+,ません。

データを12むÁÂをÃ�します。Äし、「STOP」ボタンでいつで

も�Åできます。また、ÇもQVされていないときは、200,000Áと

ÉÊされます。QVできるËÌÁÂは、200,000Áです。

データを12む4CCÍをQVします。

ここでQVした4CとuÎの4CCÍではÏÐのÑÒがÓÔしま

す。ÇもQVがÕいbdやゼロがQVされたbdは、ËÙでデー

タを1り2みます。QVできるËÌ4Cは、3600Ûです。

���は「ÜÝ」、ポーズ�は「ßÝ」、à��

は「áÝ」となります。

��のトリガディレイ45を67します。

0:;は、=>または「 」を67します。

��?のアベレージンクBCをD�します。

クランプセンサのäåを&�します。

スタートすると、ファンクション･��

レンジ･サンプリングÙ�を&�した

�、Ã�されたサンプリング4CC

Íで、Ã�されたサンプルÂのデー

タを12みます。¥¦ならçè4é

もèêすることもがきます。

データの12をà�します。

��qに ëìíを(います。 îïðñ( )

��zのäåを&�します。
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Excelシートに12んだデータは、キーボードからQVしたデータと:じよう

に、Excelのôõをg�して、ö÷・ùú・ûëüをýþに(うことができます。

また、ÿ�にデータが12まれる��をExcelのグラフウィザードで&�して

おけば、データ12とグラフ
がリアルタイムに(えます。
※{アドインにý�グラフö÷ôõはありませんので、Excelのグラフウィザードを

��してö÷してください。

{プログラムはExcel®のアドインとして�öします。

Excel®から{アドインを��すると、Excelシート®

に、このウインドウが¢われます。ファンクション,��

レンジ,4CCÍ,12ÁÂüを&�し「START」ボタ

ンをクリックするとデータの1り2みを��します。

&�する��zを��します。

��に��する��zにチェックします。

・データロガーとしての'�
*�された:;;<で*�された=>のデータをリアルタイムにExcelシートにOQ
みます。 OりQみZ[なマルチメータの>はfg５jです。
・k�mpへの'�
r��uをOりvえながら、=々のデータをExcelシートにOQみます。(スポットモード)
・マルチメータの~�
�マルチメータのファンクションやレンジの~�は、パソコンが�います。

・����リストに�い���のデータも��できます。( )�����

�����を�めると、�10jまでの���のデータのOりQみが�なえます。



���� マルチメータ� の����( )

 ½��zとはGP-IBでパソコンと�Lされている¥¦があります。(�÷)

 ½��zから¹られてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、�Âのデータのbd(Max10_)、データCはコンマで��られている¥¦が

あります。

�)�ての��zとの�ºを³�するものではありません。

もし、 ½��zからデータを�け1る4、クエリーコマンドをÿ�に
¹ºする¥¦がある4、ここに¹ºする
クエリコマンドをQVします。ほとんどのbd、!DでOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド"#のものでしたら、�$のコマンド
のどれかが��されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

 ½��zのデータ�º4にトリガが¥¦な4、チェックをつけます。

 ½��zのGP-IBアドレスを&�します。


り2んだデータに、�$ ë を(った�、ExcelへQVします。

ExcelへのQVq = ( ��zデータ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへQVするÿ'をここにQVします。

!Dのbd、「 ½��z」がQVされます。

�����に、��zに¹ºするコマンドがあるbdは、ここにQVします。 ファンクションやレンジ�]えのコマンド

をQVします。 �+は!Dです。

��zのデリミタを&�します。�+は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「/wコマンド」からトリガの01を��します。

�+は、「GET」の��をします。

「/wコマンド」を��したbdは、トリガコマンドをテキストボックス

にQVします。

 ½��zのデータに ëìí を(うときにチェックします。

�Âのデータが�ºされたbdは、その�てのデータに、

�$にQVした ë が(われます。

Excelシート®のカーソルを34・®�に5�します。

Excelシート®のカーソルを5�しデータ12��t6を7�します。

「START」ボタンをクリックするとカーソルt6から�08へデータを12みます。

データをQVする シートの�]えを(ないます。Excel

データにçè4éをèêします。

Ë9のデータ124、��';<üのヘッダをèêします。

���� します。EのFG45をHI

データのQVと@にシートをスクロールします。

GP-IB ( )で�LしたAの��zからのデータを:4にBみ2みます。 �÷ðñ

QVした��DEを³FGびBみ2みを(ないます。

����の� 

��zからのデータに、 ëìíを(います。

へのQVq ��q IÂ IÂExcel = (( - B ) * A

)�

®$の「��q」は、「JLst」で&�したstに5]した�のqが��されます。

Xえば、JLstの&�が「 」に&�されていて、��qが だったbd「 」のqが ëに��されます。m 0.1A 100mA

&�する ½��zMNを��します。
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